
■平成２５年度農業用ダム技術管理検討会を開催 
 

 平成 25 年 12 月 18 日～19 日に農村工学研究所において平成２５年度農業用ダ

ム技術管理検討会が本省主催で開催され、約８０名が参加した。検討会参加者

は全国からダム・ため池の建設、改修、管理の工事課長、ダム保全管理担当課

長をはじめ、土地改良技術管理事務所、農政局本局のダム関係者などの農業土

木技術者である。昨年 11 月 20 日〜21 日に開催された平成２５年度農業ダム設

計施工検討会に引き続いて実施されるものである。 

開催の主旨は農業用ダムの設計、施工及び管理に係る一連の作業を効率かつ

適切に進めることを主眼に置き、国営農業用ダム建設事業所、土地改良技術事

務所等のダム建設担当者の設計・施工技術、調査管理事務所等の保全管理担当

者のダム管理技術及びマネジメント技術の向上を図ることにある。 

農村工学研究所からは山本企画管理部長からの挨拶、本省設計課の皆川施工

企画調整室長からの訓話に続いて、①ダム地質調査の留意点、②河川法改正に

ついて、③施設管理に関する留意事項、④平成２４年度ダム安全性評価委員会

の状況報告があり、その後本省設計課の導入により、技術課題に関する事例発

表、ダムの調査・設計・施工・管理に関するグループ演習が行われ、農村工学

研究所の研究者も適宜加わり２日間に渡って熱心な討議が行われた。 

また、全国からの参加者は、農村工学研究所の施設の３次元振動実験棟で田

頭主研からの説明に熱心に聞き入っていた。 

災害対策基本法に基づく防災指定公共機関としての農村工学研究所は、一旦

震災の被害があると甚大な被害になりかねないダム・ため池の建設、改修、管

理へも技術相談や技術支援の取組を今後とも続ける予定である。 

 

 
農村工学研究所山本企画管理部長からの挨拶 



 
本省設計課皆川施工企画調整室長からの訓話 

 
３次元振動実験棟で田頭主研からの説明 


